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８月末実績

　いつも当ＪＡのご利用
有難うございます。今後
も役職員一同、誠心・誠
意事にあたりますので、
今後もご利用のほどよろ
しくお願い致します。

5,014人
５億4312万円
281億8045万円
５億5095万円
４億1127万円

期首組合員数
出 資 金 額
貯 金 残 高
貸 付 金
供 給 高
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８月２８日　　第５回　監事会
８月２８日　　第５回　理事会
《協議事項》
　第 1号議案：出荷説明会の開催について
　　　　　　　
　第 2号議案：かんきつ荷造り経費について
　　　　　　　
《報告事項》
　１．ＪＡバンク基本方針に基づく
　　　「体制整備モニタリング報告」の
　　　　　　　　　　　　　　提出について

　２．JAバンク基本方針に基づく
　　　「経営管理資料」の提出について
　３．日本農業新聞の年間購読推進について
　４．店内検査の取りまとめ結果について
　５．夏季賞与の支給について
　その他
　
９月４日　　健康診断（上島地区）
９月９日～１５日　出荷説明会（各地区）

主　な　行　事　報　告

「イノシシ被害対策現地研修会」の開催

「ハウスレモン」の販売について

　令和２年９月９日（水）～ 15日（火）にかけて、「令和２年度
出荷説明会」が開催されました。最初に元年度優秀農家に
対して表彰状授与が行われたのち、２年度柑橘取扱要領等
の説明が行われました。前年度とほぼ内容は変わっており
ませんが、特に注意をしていただきたい項目を中心に説明
がされました。引き続き、高収益作物次期作支援交付金事
業に係る「労働安全講習会」が開講され、参加した出荷者は
熱心に受講されていました。

　令和２年９月３日（木）、大崎上島地区
において「イノシシ被害対策現地研修会」
が開催されました。広島県の関係者によ
る「ワイヤーメッシュ」や「電気柵」の設置
方法について説明があり、その後参加者
で、電気柵の設置実習を行いました。研
修場所の園地では、ワイヤーメッシュや
電気柵が正しい方法で設置された場所
は、イノシシの侵入はなく、確実に被害
を減少させることが実証されています。

　令和２年８月20日（木）、下島地区み
かん園地において、「第２回ドローンに
よる自動飛行散布の現地実証試験」を実
施しました。１区画まとまった園地を
事前に計測し、ドローンによる自動操
縦での防除試験を行いました。

　ハウス施設でのレモン栽培が上島地区で行われていますが、
その出荷が最盛期を迎えています。今年の７月は曇雨天日ばか
りでしたが、ハウスでは、その事が幸いし（ハウス内が異常な高
温にならないため）、生育が前進化し７月21日から荷受けを開始、
翌22日より出荷を始めています。８月
は厳しい暑さに戻りましたが、出荷者
の栽培努力により玉太りも良い状況で
の出荷が続いています。
　広島市場はもちろんのこと、東京や
大阪の市場にも定期的に出荷し好評を
得ています。今年産ハウスレモンは前
年の30トンを上回る35トンの出荷を予
定し、当ＪＡ管内のレモン周年供給体
制の先頭バッターとして、令和２年産
レモン販売のスタートを切りました。

「令和２年度出荷説明会」の開催

スマート農業技術「ドローン自動飛行散布」実証試験実施


